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研究成果の概要 

本計画では、細胞 40億年の歴史で起こった進化イベントから、(I) 運動能獲得、(II) ペプチドグリ

カン層獲得、(III) 細胞骨格進化に着目している。ゲノム情報と操作を駆使することで、(a) 合成細

菌 JCVI-syn3.0B と (b) 大腸菌 L-formにおいて、上記イベントの再現と制御を行う研究を行って

いる。2022年度は以下の成果を得た。 

（宮田グループ） 

合成細菌にモリクテス綱細菌の遺伝子を発現して、運動能を再現する研究を進めた。原始的なモ

リクテス綱細菌であるハロプラズマのMreB タンパク質を発現することで、合成細菌に新たな運動

能を与えることに成功した。合成細菌にモリクテス綱細菌の遊泳能を与えるMreB タンパク質と

fibril タンパク質の構造と合成細菌中における挙動を蛍光観察、クライオ電子顕微鏡、生化学実験

などで明らかにした。 

（塩見グループ） 

JCVI-syn3.0Bで枯草菌細胞壁合成酵素群を発現させるために、JCVI-syn3.0Bゲノムに 16遺伝

子を組み込んだ。しかし十分な遺伝子発現は確認されなかった。そのため、プロモーター配列の

改変などを行っている。また、大腸菌 L-formがペプチドグリカンを合成し、通常の状態に戻る過程

での細胞分裂の様子と、ゲノム DNAのダイナミクスの関連を明らかにした。 

（Robinsonグループ、成田グループ） 

2022年度は細胞骨格進化のプロセスの解明が引き続き大きく進展した。アスガルドアーキア由来

チューブリンタンパク質が形成するフィラメントの高分解能構造の解明とともに、アスガルドチューブ

リの微小管化に着手した。さらに、アスガルドアーキア由来アクチンとその制御タンパク質の相互作

用解析技術を開発した。現在はこれらのタンパク質の大腸菌 L-formへの導入を試みている。 
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